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消費税改革－第三の介護保険財源になりうるか
全老健常務理事、介護老人保健施設寿苑理事長

三根 浩一郎

わが国の現況は 3年前の介護報酬改定とは明ら

かに情勢が異なる。今回は東日本大震災復興予算

編成による制約下の改定で、改定率はプラス

1.2％だが、介護職員処遇改善交付金相当の 2 ％

が加算として組み込まれ、実質0.8％のマイナス

改定となった。 それでも他の施設サービスとの

比較では老健施設だけが評価された箇所も見られ、

努力次第でマイナスを取り返す材料は散見される。

介護職員処遇改善加算は今年 3月末で交付金が

打ち切られることを受け、「例外的かつ経過的な

取り扱い」として、平成27年 3 月末までの 3 年

間の期間限定で創設された。次回改定ではこの加

算は消失し、施設サービス費への包括が予測され

る。おそらく、最低でも今回減額された基本サー

ビス費相当額以上は修正し、丸く治めたいところ

だろう。

しかし、それは消費税の引き上げ如何にかかっ

てくる。2014年 4 月に 8 ％、2015年10月に

10％とする苦渋の案が昨年末に提示されたが、果

たして、これが税全体の増収につながるだろうか。

1997年度の橋本内閣は消費税を 3 ％から 5 ％に

増税した。当年度こそ 4兆円の税収増をもたらし

たが、翌年陥ったデフレ経済の影響により所得税

と法人税が減収し、1999年度には増税前に比べ所

得税・法人税の合計が 6 兆5000億円減となった。

これを評して、消費税の増収効果は一時的なもの

であり、「増税は民を貧しくし、消費需要を冷え

込ませる」と論じる評論家もいた。一方、消費税

率引き上げにより福祉財源を賄うという方針は、

自民党時代から再三示され、民主党政権において

も菅総理はこれに近い考えを表明している。

米国での金融危機の後に公的資金が注入された

際、銀行の経営陣や社員への多額のボーナス支給

の実態が発覚したときの苦しい言い訳を思い出す。

「これらのボーナスは公的資金から払われている

のではない。各事業の収益から払われているので

す」と、驚くべき答弁であった。当然お金に色は

ついておらず、わかるはずもない。

介護保険における公費負担額は現在約 3 兆

5000億円であり、消費税の一部をこれに当て、

国・自治体の一般会計から同額を削減すれば、プ

ラスマイナスゼロの負担で済む。被保険者50％・

国25％・都道府県と市町村が12.5％ずつの費用負

担の枠外（つまり財政中立の枠外）に第三の財源

として消費税を充当すれば、介護保険制度の充実

が図れる。被保険者の個人負担である介護保険料

の高騰にも対応できる。また、現在約100兆円の

社会保障給付費には、医療費・年金・生活保護費

など幾多の危機的存在があり、その末席に位置す

る介護保険財源の確保は誰が考えても厳しい。こ

のなかで果たして、「例外的かつ経過的な取り扱

い」とされる介護職員処遇改善加算を、基本サー

ビス費に取り入れることが可能だろうか。それは

誰も知る由がない。

財政中立の考え方を今回ほど悩ましく感じたこ

とはない。財政難における報酬改定は「あちらを

削ってこちらにあてる」、いわゆる財政中立が根

拠とされ、今回は地域区分見直しにまで導入され

ようとした。「特別区・特甲地等の地域加算を上

げるならば、その他地域を下げる」と示されたが、

幸いにも今回は却下された。これでは都会と地方

の老健施設でパイの取り合いになる。

また今回の改定では、高回転型老健施設のみが

評価されたが、全国には認知症専門など地域特性

に応じた個性を有する施設がある。各地の事情や

利用者の個別ニーズは幅広い。多くの疾病を有す

る亜急性期から慢性期、ときには急性増悪や看取

りまでを担う老健施設に、急性期病院と同様の考

え方で報酬を分配するのは無理がある。高齢者ケ

アにはほどよいバランス感覚が必要だと思う。

「智に働けば角が立つ、情に棹させば流される」。

夏目漱石のこの言葉は、全老健の研修会でお世話

になっている高橋明先生の認知症ケアに対する持

論であるが、老健施設の存在価値も同じである。
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